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・対象 公立小学校（東京都）5年生 29名



































番号 名前 第 3 時の部分テクストの数 第 4 時の部分テクストの数 第 3 時と第 4 時の差
1 AK 5 7 2
2 AS 4 7 3
3 AH 2 3 1
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4 IK 3 7 4
5 IN
6 EA 4 6 2
7 OT 1 5 4
8 OK 1 3 2
9 OR 7 8 1
10 KH 8 7 -1
11 KK 3 6 3
12 KM 4 8 4
13 SK 5 10 5
14 SS 8 12 4
15 SA 4 7 3
16 TS 2 6 4
17 TK 12 14 2
18 TT 1 4 3
19 Tri 5 5 0
20 TY 4 7 3
21 TKe 5 6 2
22 TM 3 6 3
23 Tre 12 10 -2
24 NK 3
25 HR 2 4 2
26 BH 10 16 6
27 MI 9 5 4
28 MK 0 2 2






















































それぞれが関連する部分テクストの量を視覚的に捉えていた。14MI は SA の問いを評価
しており、第２時における２つのマッピングの比較において、関連性の部分テクストが多
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66 KH 飴を 1個放り込んだ。その前にちょっと書いてあるじゃないですか。
67 IK 何が？






























































誌』第 16巻 第 1号 臨床教科教育学会，57-66
松本修（2006）『文学の読みと交流のナラトロジー』，東洋館出版社，19
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